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( 2)( 2)

　

昭
和　

年
、
中
央
公
民
館
の
設

53

立
と
同
時
に
で
き
た
図
書
室
。
そ

れ
か
ら　

年
の
月
日
が
流
れ
、
昨

26

年（
平
成　

年
）３
階
に
あ
っ
た
図

16

書
室
が
２
階
に
移
転
し
、
夏
休
み

と
同
時
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
目
を
引
く
の
が
入
口
で

す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
意
識
し
て

い
る
入
り
口
は
横
開
き
の
戸
に

な
っ
て
い
て
開
け
た
ら
自
然
に
閉

ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
段

差
も
な
く
以
前
と
比
べ
る
と
開
放

的
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
中

に
は
い
る
と
、
書
棚
の
高
さ
も
低

く
作
ら
れ
て
い
る
せ
い
か
、
見
通

し
が
よ
く
明
る
く
開
放
的
な
空
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
４
畳
半

ほ
ど
の
畳
が
敷
か
れ
親
子
で
ゆ
っ

く
り
絵
本
が
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
小
さ
い
子
で
も
手
の
届
き
や

す
い
高
さ
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、

本
を
自
由
に
取
り
出
し
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に

Ａ
Ｖ
ブ
ー
ス
も
新
設
さ
れ
、
ア
ニ

メ
や
映
画
な
ど
の
鑑
賞
も
で
き
、

一
日
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
図
書
室

に
変
わ
り
ま
し
た
。

■レポーター

広報編集委員

橋 本 順 子

明
る
い
図
書
室
へ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
に
ふ
れ
る
こ
と
は

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、、
と
て
も
大
切
で
す

と
て
も
大
切
で
す
。。
想
像
力

想
像
力

が
広
が
広
が
り
心
を
豊
か
に
し
ま
す

が
り
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。。
い
ま
ま
で
以
上
に
本
を
読
む
楽
し
さ

い
ま
ま
で
以
上
に
本
を
読
む
楽
し
さ

を
知
り

を
知
り
、、
み
ん
な
に
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

み
ん
な
に
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、、
新新

し
く
な
っ
た
中
央
公
民
館
に
あ
る
図
書
室
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

し
く
な
っ
た
中
央
公
民
館
に
あ
る
図
書
室
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

(3)( 3) 広報いたくら Ｈ17広報いたくら　Ｈ17．．３３．．１１

　

中
央
公
民
館
の
図
書
室
に
は
、

本
約
１
２
、０
０
０
冊
、
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
約
１
、０
０
０
本
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
も
の
を
取
り
そ
ろ

え
て
あ
り
ま
す
。
最
新
の
話
題
作
、

健
康
や
趣
味
の
雑
誌
、
子
ど
も
た

ち
が
喜
ぶ
大
型
絵
本
な
ど
。
な
る

べ
く
利
用
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
反

映
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
購
入

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
前
と
比
べ

て
、
約
１
、０
０
０
人
以
上
も
利
用

者
が
増
加
し
た
そ
う
で
す
。

　

図
書
室
で
本
を
借
り
る
に
は
利

用
者
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

町
内
の
各
公
民
館
で
作
る
こ
と
が

で
き
、
本
・
ビ
デ
オ
が
借
り
ら
れ

ま
す
。
返
却
は
、
借
り
た
公
民
館

に
限
ら
ず
別
の
公
民
館
で
も
大
丈

夫
。
ま
た
借
り
た
い
本
が
借
り
ら

れ
て
い
て
も
、
予
約
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
本
・
ビ
デ
オ
の
検
索
も
で
き
る

の
で
、
読
み
た
い
本
が
ど
こ
の
公

民
館
に
あ
る
の
か
自
宅
か
ら
で
も

分
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
昨
年
か
ら

板
倉
町
も
県
の
図
書
館
協
会
に
加

入
し
た
の
で
、
板
倉
町
に
な
く
て

も
他
市
町
村
の
図
書
館
か
ら
相
互

貸
借
利
用
で
借
り
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
る
そ
う
で
す
。読
み
た
い
本
が

き
っ
と
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
に
ふ
れ
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
想
像

力
が
広
が
り
心
を
豊
か
に
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

楽
し
そ
う
に
来
館
す
る
家
族
を
見

か
け
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
が
絵
本
を
読
み
、
子
ど
も
た
ち

が
じ
っ
と
見
つ
め
聞
い
て
い
る
。

そ
ん
な
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。
多
く
の
か
た
が

も
っ
と
本
に
親
し
み
と
愛
情
を
持

ち
、
公
民
館
の
図
書
室
を
利
用
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
貸
出
日
数
と
冊
数

本　
　
（
２
週
間
２
冊
ま
で
）

　

ビ
デ
オ（
１
週
間
２
点
ま
で
）

■
利
用
方
法

▽
利
用
カ
ー
ド

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で「
利
用
者
カ
ー

　

ド
申
請
書
」に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、図
書
シ
ス
テ
ム
登

　

録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
本
・
ビ
デ
オ
の
予
約

　

読
み
た
い
本
・
見
た
い
ビ
デ

　

オ
が
貸
し
出
し
中
の
と
き

　

は
、予
約
が
で
き
ま
す
。

▽
本
・
ビ
デ
オ
の
検
索

　

職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
検
索
で
き
ま
す
。

http://www.library.it

akura.gunma.jp/

■

問
合
せ　

中
央
公
民
館

　
�
　

－

２
４
３
５

82

利
用
し
て
ほ
し
い

み
ん
な
の
図
書
室

子どもといっしょに来る
と、３階まで上がってい
くのが大変でした。２階
になりとても利用しやす
くなりました。それに幼
児コーナーができたの
で、子どもが自由に選ん
で本がゆっくり読めるよ
うになったことがうれし
い で す ね。で も も う
ちょっと新しい本とビデ
オが増えてくれればいい
ですね。

 増  塩  美  由 紀   さん(岩田）
ます しお み ゆ き

 莉 万   ちゃん　　　　　
り ま

 福  島  昭 子   さん（下五箇）
ふく しま あき こ

すぐに発行できます！

ビデオ・ＤＶＤの視聴が
できるようになりました

読書、学習が明るく開放
的な空間で落ち着きます

親子でゆっくり絵本や
ぬりえが楽しめます

子どものクラブ活動の送
迎で、週１・２回程度図
書室に来ています。推理
小説や恋愛小説が好きで
よく借りています。３階
にあったときよりも明る
く、新刊図書も増えたの
でとても利用しやすくな
りました。職員に頼まず、
だれでも簡単に使える図
書の検索できるシステム
があれば、もっと使いや
すくなると思います。
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
、午
前
７
時
に
役
場
と
板
倉
分

署
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

□
期
間　

３
月
１
日（
火
）〜
３
月

７
日（
月
）

▼
火
災
・
救
急
通
報
は
、１
１
９
番

　

館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
、
１

１
９
番
で
通
報
を
受
け
る
と
、
現

場
付
近
の
地
図
と
指
令
書
を
瞬
時

に
各
分
署
へ
送
ら
れ
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
も
し
、
直
接
、
板

倉
分
署
へ
電
話
す
る
と
、
再
度
消

防
本
部
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
か
え
っ
て
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

火
災
・
救
急
・
救
助
の
通
報
は
、

必
ず
１
１
９
番
通
報
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

□
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
火

災
情
報
） 　
　

�
　

－

９
９
９
９

74
□
救
急
病
院
案
内

�
　

－

５
６
９
９

73
実
施
し
ま
す
！

春
季
火
災
予
防
運
動

総
務
課 

内
線
１
１
０

　

１
月　

日（
日
）、邑
楽
町
立
中
野

23

小
学
校
で「
第　

回
邑
楽
郡
上
毛
か

39

る
た
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

板
倉
町
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た

選
手
た
ち
は
、
下
表
の
と
お
り
各

部
門
で
活
躍
し
、
す
ば
ら
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
学
生
・
女
子
個
人
の

部
で
優
勝
し
た 
齋  
藤  
有  
紀  
子 
さ
ん

さ
い 
と
う 
ゆ 

き 

こ

（
大
高
嶋
）は
、

２
月　

日（
日
）

13

ぐ
ん
ま
武
道
館

で
行
わ
れ
た
県

大
会
に
も
出
場

し
、
邑
楽
郡
の

代
表
と
し
て
も

が
ん
ば
っ
て
き

ま
し
た
。

上
毛
か
る
た　

大
活
躍�
 
郡
大
会

教
育
委
員
会 

内
線
１
５
６

教
員
表
彰　

調
査
研
究
活
動
が
評
価
教
育
委
員
会 

内
線
１
６
０

【邑楽郡大会結果】
個人の部（敬称略）

行政区選手名子ども会名成績

７区 横  塚  建  太 
よこ つか けん た新実

子ども会準優勝男子低
学
年小

学
校

12区 大  神  優  梨  奈 
おお がみ ゆ り なわかさぎ

子ども会第３位女子

24区 村  松  祐  毅 
むら まつ ゆう き原宿

子ども会第３位男子高
学
年 13区 岡  田  千  晴 

おか だ ち はるやまびこ
子ども会準優勝女子

15区 齋  藤  有  紀  子 
さい とう ゆ き こ梅の実

子ども会優　勝女子中学校

邑楽郡代表
(板中１年)

 齋  藤  有  紀  子 さん
さい とう ゆ き こ

郡大会のときは、余

裕を持って競技がで

きました。県大会は、

とても緊張していた

ので、普段通りにで

きませんでした。

行政区子ども会名成績
21区若あゆ子ども会優　勝男子低

学
年小

学
校

21区若あゆ子ども会準優勝女子

21区若あゆ子ども会準優勝男子高
学
年 21区若あゆ子ども会準優勝女子

21区若あゆ子ども会第３位女子中学校

団体の部

　

１
月　

日
（
水
）、
群
馬
県
庁
昭

26

和
庁
舎
で
南
小
学
校
の 
赤  
坂  
文  
弘 

あ
か 
さ
か 
ふ
み 
ひ
ろ

教
務
主
任
が
群
馬
県
優
秀
教
員
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で　

名
の
か
た
が
受
賞
さ

23

れ
た
群
馬
県
優
秀
教
員
表
彰
は
、

教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に

昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
他
の
模

範
と
な
る
優
れ
た
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
る
教
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
活
動
は
、
よ
り
良
い
学
習

指
導
（
授
業
改
善
や
家
庭
学
習
）、

英
会
話
活
動
の
あ
り
方
、
心
と
体

を
は
ぐ
く
む
食
育
の
推
進
に
お
い

て
、
日
々
の
調
査
研
究
、
指
導
力
・

実
践
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

赤
坂
先
生
は
、「
名
誉
あ
る
賞
を
い

た
だ
き
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

(5) 広報いたくら　Ｈ17．３３．１

町民生活課 �内線１２２

75歳になった翌月から「老人保健」

と言う制度でお医者さんにかかる

ことになります。この制度は国民健

康保険、健康保険組合、共済組合な

どの加入者や被保険者すべてに適用となります。

老人保健制度
とは？

選
任
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
会
委
員
長

教
育
委
員
会 

内
線
１
６
０

　

板
倉
町
教
育
委
員
会
委
員

長
に 
鈴  
木  
攻 
氏
が
選
任
さ
れ

す
ず 
き 
お
さ
む

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成　

年
１
月　

17

31

日
か
ら
平
成　

年
１
月　

日

18

30

ま
で
で
す
。

７８０円一定以上、一般

１

日

６５０円低所得Ⅱ　　90日までの入院

５００円低所得Ⅱ　　90日を超える入院
　　　　　（過去12か月の入院日数）

３００円低所得Ⅰ

入院時の食事代

自己負担限度額
外来＋入院（世帯単位）

外　来
（個人単位）

72, 300円 ＋ 医 療 費 が
361, 500円を超えた場合
は、超えた分の１％を加算

40, 200円
一定以上の
所得のあるかた

40, 200円12, 000円一　般

24, 600円
8, 000円

Ⅰ低所得者
住民税
非課税
世帯 15, 000円Ⅱ

１か月に支払う自己負担額の上限

受給者証には、お医者さんの窓口で支払う自己負担割合

（１割または２割）が書かれています。ご注意ください。

□入院時の食事代について
　１日あたりの食事代は、下表をご覧ください。

　低所得Ⅰ・Ⅱのかたは、「限度額適用・標準負担額減

額認定証」が必要になります。

□医療費が高額になった場合
　自己負担が重くならないように、入院、外来とも１か

月に支払う額には上限があります。（下表をご覧くださ

い）高額医療になった場合は、役場から通知が届きます。

老人医療受給者証を確認してください

現役世代の平均的収入以上の所得があるかた
（課税所得が年124万円以上のかた）とその世帯
に属するかた
ただし、年収が夫婦２人世帯などで637万円未
満、単身世帯で450万円未満のかたは届け出れば
「一般」の区分となります。
一定以上に該当しない住民税課税世帯にあたる
かた
属する世帯の世帯主及び世帯全員が住民税非課
税であるかた
属する世帯の世帯主及び世帯全員が住民税非課
税でその世帯の各所得が必要経費、控除（年金の
所得は控除額を65万円として計算）を差し引い
たときに０円となるかた
年収例→単身世帯で年金収入のみの場合約65万
円以下

一定以上

一般

低所得�

低所得�

　

昨
年
、
秋
の
叙
勲
で
調
停
委
員

功
労
と
し
て
、 
松  
本  
志  
津  
子 
さ
ん

ま
つ 
も
と 
し 

づ 

こ

（
海
老
瀬
）が 
瑞  
宝  
双  
光  
章 
を
受
賞

ず
い 
ほ
う 
そ
う 
こ
う 
し
ょ
う

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
栄
誉
を
た
た

え
、
２
月　

日（
火
）に
町
主
催
の

22

叙
勲
祝
賀
会
が
中
央
公
民
館
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
本
さ
ん

は
、「
時
代
の
変
化
で
価
値
観
が
変

わ
る
な
か
、
守
秘
義
務
を
守
り
、

離
婚
や
親
権
、
遺
産
相
続
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
人
生
の
岐
路
に
立
ち
会
う
仕

事
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

日
あ
る
の
は
み
な
さ
ま
の
お
か
げ

で
す
」と
感
慨
深
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

○
主
な
功
績

　

昭
和　

年
１
月
か
ら
平
成　

年

49

16

３
月
ま
で　

年
あ
ま
り
の
長
期
間

30

に
わ
た
り
調
停
委
員
と
し
て
数
多

く
の
事
件
を
取
り
扱
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
当
事
者
の
主
張
に
耳
を

傾
け
、
熱
意
を
持
っ
て
複
雑
困
難

な
調
停
事
件
を
適
正
妥
当
な
解
決

に
導
い
た
功
績
に
よ
り
、
今
回
叙

勲
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章　

地
域
の
た
め
ご
尽
力
総
務
課 

内
線
１
１
５
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　11月19日、私は塚本さんという、体
の不自由な人のお話を聞きました。
  塚本さんは、高校生の時に交通事故に
あい背中の骨を折ってしまいました。
下半身が動かなくなってしまい、今で
は車いす生活をしています。車いす生
活でも、塚本さんは、主婦として、そ
うじ、せんたく、料理と、すべて自分
でやっています。それを聞いたとき、
私は、とてもびっくりしました。それ
だけではありません。塚本さんは、バ
スケットボールの選手として、日本代
表でパラリンピックの選手に７回も選
ばれたのです。
　塚本さんが、こんなにすごいことを
やりとげるには、たいへんなリハビリ
をしたのだと思います。たくさんの苦
労をして、やっとバスケットボールの
選手になれたのです。
　そんな塚本さんに、私が教えられた
事は、まず「苦労をおしまず、根気よ
く努力すれば、いつか夢がかなう！」
ということと、「体の不自由な人達が必
要とするときには、どんな小さなこと
でも、手をかしてあげる」ということ
の二つでした。
　塚本さんは、「体の不自由な人にもっ
と親切にしてほしい」と言っていまし
た。一人ひとりが少しでも、体の不自
由な人のことをおもってあげること
で、その人は、とても助かるんだと、
私は思いました。
　私は、塚本さんの強い生き方と、あ
つい思いに心をうたれました。そして、
塚本さんの思いが、わたしに伝わって
きたような気がしました。
　私は、塚本さんに、教えてもらった
ことを、いつも忘れずにいたいと思い
ます。
　自分のために…。
　そして、人のために。

　ぼくは、人権という意味がわかりま
せん。そしておばあちゃんに聞いたら、
辞書を調べて自分で理解しなさいと言
われたので、辞書で調べました。
　そしたら、こう書いてありました。
　「人が本来持っている生命と自由の
権利」と書いてありました。
　生まれるとすぐに生命と自由の権利
がありますが、あんまりわがまました
り、自分勝手は、よくありません。人
の事を思いやり相手の事をよく考えて
やさしくすれば相手の人もやさしくし
てくれます。「相手が先に、はたいたか
らぼくもやった」と言う事はだめな事
です。
　人権と言う意味には、がまんも必要
だと思います。「自由に生きる」と言う
事も同じだと思います。自由だから何
をしてもいいと言う事はありません。
人間が全部わがままに生きていたら、
いつもどこかでけんかになると思いま
す。先に「ごめんね」と言えるぼくに
なりたいです。でも相手がまちがって
いたら、はっきり言いたいです。まち
がっていないのにあやまるのはいやだ
し自分のせいにされるのは人権ではあ
りません。
　ぼくも自分の欠点を反省し、決めら
れた自由の中で人権という言葉を大切
にしたいと思います。

「
人
権
に
つ
い
て
」

北
小
４
年　
 
中  
島  
明  
日  
人 
く
ん

な
か 
じ
ま 
あ 

す 

と

「
塚
本
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
」

東
小
５
年　
 
大  
野  
恵  
夢 
ち
ゃ
ん

お
お 
の 

え 

む

あいさつを大切に！あいさつを大切に！

(7)( 7) 広報いたくら Ｈ17広報いたくら　Ｈ17．．３３．．１１

　人権とは、無条件に持っている権利。
生命や自由を保障する権利だと勉強し
てきた。今まで民族差別や人種差別、
男女差別と色々な差別を勉強してき
た。なぜ、そんなことが起こったのだ
ろう。また、なぜ起こっているのだろ
う。私は、ふと、そんなことを思った。
　私の周りには、少なくとも差別はな
いと思っている。みんな、日本人でも
外国人でも人間は人間だ。生まれた所
も、育った環境も違うけれど、それは
当たり前だし何の問題もない。話す言
葉が違っても、同じ地球の人間だ。そ
ういう考えがあるから、私たちは外国
語を習うのではないか、と思う。外国
語を学んで、心がふれあえる、ひとつ
の手段になっているのである。
　こう考えてくると、差別がなぜ起
こったのかが、だんだんわかってきた
気がする。差別は、相手を認めようと
しない自分勝手な考えから生まれてき
たのではないかと思う。自分が正しい。
絶対に間違いない。そんな考え方を
持っている人から生まれたのだろう。
　でも、今はその考え方は通用しない
だろう。同じ地球に生きる人間として、
私たちは、この地球に生きている。女
も男もない。生まれた国がどうした�
肌の色も関係ない。人間の外見じゃな
く、中身を見られる、そんな人が増え
れば、差別などなくなるだろう。そん
な人に私もなっていきたい。いや、私
たちは、ならなくてはいけないと思う。
　一分でも一秒でもはやく、この地球
から差別がなくなることを祈ります。

　人々が自由平等になってから、もう
１００年以上たっているのになぜ差別
などするのだろう。男だとか、女だと
か、あいつは気に入らないとか、そん
なのいいじゃないか、なぜそうやって
差別するんだ。なぜ差別をなくそうと
思わないのだろう。なぜ自由平等をう
け入れようとしないのだろう。みんな
生きる権利があって、みんな自分と同
じで生きているんだ。仲間なのだと思
わないのだろうか。
　ぼくは思う。今はもう21世紀なのだ。
身分差別があった時代などとうに終
わっている。だけど、差別は今もおこ
なわれている。さらに言うならぼくた
ちの身近でも、おこなわれている。た
とえば学校でのいじめや、無視なども
れっきとした差別だ。子供のころから
そんなことをやってしまっているのだ
から、大人になってからもきっと差別
をしてしまうだろう。そうやって次の
世代の子供たちへも差別がつたわって
しまうかもしれない。それでいいのだ
ろうか、いや、いいわけがない。差別
なんていうくだらなくて、みんなやら
れていやなことは、ぼくたちの世代で
終わらせるべきだとぼくは強く思う。
理由は二つある。一つ目は、こんな差
別を次の世代の人たちが、する方にも、
される方にもなってほしくないから
だ。二つ目は、差別はまた新たな差別
を生み、あとに残るのはむなしさだけ
だからだ。
　なんどもいうようだが、差別はとて
もいやなことで、やってはいけないこ
とだろう。差別をして、苦しむ人は、
やられた人だけではない。その人にか
かわっている人、差別をした人もくる
しむだろう。だからこそ差別をこの世
の中からなくすべきなのだ。次の世代
へつたえてはいけないのだ。そのため
の努力をぼくたちはしていかなければ
いけないし、そのための努力をぼくは
していこうと思う。

　私には、おじいちゃんとおばあちゃ
んがいます。二人ともまだまだ元気で
すが、おじいちゃんは耳が遠いです。
私は、おじいちゃんが聞こえていない
ことにたまにイライラします。でも本
当は、とてもかわいがってくれている
ことを知っています。いつ病気になる
かわからないので、いまのうちに楽し
い思いをさせてあげたいです。自分も
いずれかは歳をとるのだから、お年寄
りを差別するのはバチあたりだと思い
ます。
　次に外国人への差別について考えた
いと思います。
　どうして、自分とちがうから差別す
るのか私にはわかりません。差別して
いて楽しいのか、そんなことをしてな
んの得があるのか、差別している人に
聞いてみたいです。そもそも、相手の
気持ちは考えないのでしょうか。でも、
もし私のクラスに外国人で差別されて
いる人がいたら、私も助けられないと
思います。自分がいじめられるのがこ
わいからです。自分もいじめられない
で助ける方法はないのでしょうか。
　しかし、けっきょく相手の気持ちを
考えれば差別やいじめは起きないんだ
と思います。言葉や肌の色がちがって
も、みんな同じ人間です。相手の気持
ちを考えて、自分をもっと見直せば、
事件も起きません。
　人権のことをもっと考えて、これか
らの人生に役立てていきたいです。世
界の人たちがみんなで人権のことを考
えれば、とっても平和な未来がまって
いると思います。

「
外
国
人
や
お
年
寄
り
へ
の
差
別
に
つ
い
て
」

南
小
６
年　
 
木  
村  
葉  
月 
ち
ゃ
ん

き 
む
ら 
は 
づ
き

「
人
権
、差
別
に
つ
い
て
」

西
小
６
年　
 
横  
塚  
将  
大 
く
ん

よ
こ 
づ
か 
ま
さ 
ひ
ろ

「
相
手
を
認
め
ら
れ
た
ら
…
」

板
中
３
年　
 
関  
口   
遥 
さ
ん

せ
き 
ぐ
ち 

は
る
か
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あなたの身近な情報を
お寄せください。
掲載された写真をさしあげます。
役場広報情報係まで連絡を
お願いします。
�82- 1111（内線）136番鬼

は
外
、
福
は
内

雷
電
神
社
、高
鳥
天
満
宮
で
豆
ま
き

　２月３日（木）、雷電神社、高鳥天満宮でそれ

ぞれ豆まきが行われました。「鬼は外、福は内」

と大きな声で豆をまいて邪気を追い払い、無

病息災や家内安全などのさまざまな願いを込

めます。

　高鳥天満宮では、地域のかたが赤鬼と青鬼

にふんして登場。子どもたちは、大きな声で

元気に鬼を追い払っていました。

　雷電神社では、地域の保育園児や幼稚園児

が鬼の面をかぶり、笑顔いっぱいに豆をまい

ていました。

　１月26日（水）、南小学校で地域のかたのご

協力で東京から 立  川  志 の 吉 さんを招き、寄席
たて かわ し きち

が行われました。小話や 寿  限  無 、現代風にア
じゅ げ む

レンジした桃太郎など、コミカルな言葉の描

写に子どもたちは、お腹を抱えて笑い転げて

いました。

　２月13日（日）、谷田川流域の各行政区のか

たが参加して谷田川クリーン運動が実施され

ました。美しい河川環境を守ることを目的に

行われ、みんなで協力してあきかんやあきび

んなどを分別しながら拾いました。各種のご

みは、軽トラック７台分が集まりました。

きれいになったね
 谷田川クリーン運動実施

大きな声で
鬼退治！

笑いが福を呼ぶ�
 落語出前講座（南小）開催

(9) 広報いたくら　Ｈ17．３３．１

みんなで守る文化財
文化財模擬火災訓練実施

　１月30日（日）、雷電神社境内で消防団、 氏  子 
うじ こ

自衛消防隊のかたたちが参加して文化財模擬

火災訓練が実施されました。

　氏子のみなさんの初期消火に続き、各消防

団のポンプ車やはしご車もかけつけ、放水が

迅速に行われました。

大人への第一歩
 平成16年度 板倉町立志式

　２月14日（月）、中央公民館で板倉中学校２

年生が「立志式」を迎えました。成人式で開封

される二十歳の自分へのメッセージをタイム

カプセルに入れ封印。またファッションデザ

イナーの 白  木  優  史 さんが「可能性は無限大、
しら き まさ ひと

でも現状は…？」と題して講演を行いました。

豆腐できるかな
食の交流会実施

　２月10日（木）、南部公民館で板倉町生活改

善グループ連絡協議会主催の「食の交流会」が

たくさんのかたが参加して開催されました。

　「 故  郷 の味 新しい味」をテーマに、みんなで
ふる さと

さまざまな料理作りに取り組みました。手作

り豆腐、自家製野菜を使った伝統的な健康料

理（すみつかれ）や新種の野菜（ヤーコン）を

使ったごま風味のサラダやきんぴらなど。ま

た試食会では、特産品を生かしたキュウリの

アレンジメニューも披露され、お腹いっぱい

で笑顔いっぱいになりました。

おいしい料理
笑顔があふれます
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Yo u n g F r o n t i e r

もうすぐ小学生だから、上履きを入れる

バッグを作りました。大好きな模様の生

地を使って縫ったんだよ。

みんな手作りの上履き入れを持って、元

気いっぱい小学校に通いまぁ～す！

お兄さん、お姉さんなかよくしてね�

上履き入れ

西保育園ひつじ組

（平成17年２月撮影）

昭和59年生まれ　20歳〔うお座・血液型Ｂ型〕

岩田在住。板倉は帰ってくると安心できる町ですね�

イ
ラ
ス
ト
を
か
く
の
が
大
好
き
で
す
！

将
来
は
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事
が
し
た
い

 尾  島  宏 美   さ ん
お じま ひろ み

雪
が
降
る
の
で
通
う
の
が
と
て
も

大
変
で
す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

友
達
と
よ
く
買
い
物
に
行
き
ま

す
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
を
か
く
の

が
大
好
き
で
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や

誕
生
日
カ
ー
ド
を
作
り
、
友
達
に

送
っ
て
い
ま
す�

―
こ
れ
か
ら
の
夢
や
希
望
は
？

　

将
来
的
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
関
係

の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
元
に
密
着
し
た
感
じ
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
が
で

き
た
ら
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

―
現
在
、
何
を
し
て
ま
す
か
？

　

山
形
県
山
形
市
に
あ
る
大
学
に

通
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
、
デ

ザ
イ
ン
工
学
部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学

科
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

―
学
校
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

　

高
校
の
部
活
で
美
術
部
に
入
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
学

卒
業
後
は
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事

を
し
た
い
と
考
え
、
顧
問
の
先
生

の
勧
め
も
あ
り
、
今
の
大
学
を
選

び
ま
し
た
。

―
学
校
は
ど
う
で
す
か
？

　

大
学
は
楽
し
い
で
す
ね
。
で
も

山
が
近
い
た
め
坂
が
多
く
、
冬
は

(11) 広報いたくら　Ｈ17．３３．１

みなさんからの楽しい情報
や話題「ヤングフロンティ
ア」への自薦・他薦をお待
ちしております。

Ｐ
・
Ｎ
招
き
ネ
コ
さ
ん

Ｐ
・
Ｎ
あ
げ
は
蝶
さ
ん

Ｐ
・
Ｎ
ク
ラ
ブ
さ
ん

Ｐ
・
Ｎ
ハ
ム
の
人
さ
ん

ペットの種類
パピヨン
メス
なまえ
チョコ
木村家では、だれよりも
私が一番偉いんだワン！

板倉

 木  村  日  出  男 さんかた
き むら ひ で お

問題をよく読んで、３つの
答えの中から正しいものを
選び、はがきに書いてお送
りください。全問正解者の
中から抽選で
20名のかたに
500円の図書券
をプレゼント
します。

と
名
前
を
書
い
て
ね
！
）

※
締
め
切
り
日
消
印
有
効

▼
あ
て
先　

〒
３
７
４－

０
１
９
２

板
倉
町
役
場「
広
報
ク
イ
ズ
」係
へ

▼
２
月
号
の
答
え　

問
題
１
…
③

問
題
２
…
③　

問
題
３
…
①

▼
応
募
総
数　
　

通
で
全
員
正
解

42

で
し
た
。

▼
当
選
者　

須
藤
輝
、関
根
康
行
、

Ｐ
・
Ｎ
さ
く
ら�
、
荒
井
史
恵
、

早
川
ひ
ろ
子
、
Ｐ
・
Ｎ
ハ
ム
の
人
、

Ｐ
・
Ｎ
レ
ス
リ
ー
、
斉
藤
隆
男
、

中
山
順
子
、
Ｐ
・
Ｎ
ヨ
ン
様
、

Ｐ
・
Ｎ
プ
→
太
郎
、
小
林
怜
央
、

小
林
玲
子
、
Ｐ
・
Ｎ
ブ
ー
ブ
ー
、

関
口
貞
子
、
星
野
シ
ヅ
子
、
Ｐ
・

Ｎ
さ
く
ら
、Ｐ
・
Ｎ
あ
げ
は
蝶
、Ｐ
・

Ｎ
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
・
Ｎ
招
き
ネ
コ

 

（
敬
称
略
）

問
題
１　

広
報
い
た
く
ら
３
月
号

の
生
活
レ
シ
ピ
で
特
集
さ
れ
た
の

は
中
央
公
民
館
の
何
室
？　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
ペ
ー
ジ
）

　

①
…
図
書
室　

②
…
職
員
室

　

③
…
保
健
室

問
題
２　

町
の
代
表
と
し
て
小
中

学
生
が
大
活
躍
し
た
大
会
は
、
第

　

回
邑
楽
郡
上
毛
何
大
会
？

39
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
ペ
ー
ジ
）

　

①
…
た
こ
揚
げ　

②
…
か
る
た

　

③
…
魚
釣
り

問
題
３　

２
月
３
日
に
町
内
の
雷

電
神
社
や
高
鳥
天
満
宮
で
行
わ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
は
何
ま
き
？　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
ペ
ー
ジ
）

　

①
…
葉
ま
き　

②
…
種
ま
き

　

③
…
豆
ま
き

▼
応
募
方
法　

は
が
き
に
、
ク
イ

ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入

の
う
え
、
３
月　

日
（
水
）
ま
で

16

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
な
お
当
選

し
た
場
合
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
だ
け
で

は
郵
送
で
き
な
い
の
で
、
き
ち
ん

★
い
つ
ご
ろ
か
ら
？

　

２
年
前
、
木
村
さ
ん
の
家
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
よ
う
に
甘

〜
い
名
前
に
し
た
か
っ
た
ん
で

す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
と
て
も

プ
ラ
イ
ド
が
高
い
ん
で
す
よ�

★
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
へ

　

プ
ラ
イ
ド
の
高
い
と
こ
ろ
が

大
好
き
。
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
に

い
て
ね
！
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現
在
使
わ
れ
て
い
る
板
倉
町
の
生
ご
み

用
の
袋
は
、
す
ぐ
破
れ
て
し
ま
い
困
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
値
段
が
高
い
の
で
と
て

も
不
経
済
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
？ 

　
　
　
（
匿
名
希
望
）

○
生
ご
み
用
袋
の
強
度
に
つ
い
て

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
、
大
変
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の　

月
に
、
町
内
の
ご
み
指
定
袋

12

取
扱
店
や
町
民
の
か
た
か
ら
、「
生
ご
み
用

の
袋
が
破
け
や
す
い
」
と
直
接
ご
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
製
造
メ
ー
カ
ー

に
原
因
を
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
製
造
す
る
生
ご
み
用
袋
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
し
た
袋
を
製
造

し
て
ほ
し
い
と
、
メ
ー
カ
ー
に
強
く
要
望

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
ご
み
袋
の
値
段
に
つ
い
て

　

町
で
は
生
ご
み
か
ら
た
い
肥
を
作
っ
て

処
理
す
る
た
め
、
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
い
う
特
殊
な
袋
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ス
ー
パ
ー
で
使
用
し
て

い
る
よ
う
な
レ
ジ
袋
に
比
べ
て
、
製
造
コ

ス
ト
が
割
り
高
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
生
ご
み
用
袋
の
生
分
解
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、
日
が
た
つ
と
自
然
に
分
解

が
始
ま
り
ま
す
。
２
〜
３
か
月
で
使
い
切

る
程
度
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

　町に対するご意見・ご質
問・ご感想がありましたら、
はがき、FAXまたはＥメール
でお寄せください。
郵送先　〒374- 0192
板倉町役場企画財政課
「みんなの声」あて
�８２－１３００
�info@ town.itakura.gunma.jp

お便りください

あて先はこちら

生
ご
み
袋
が
破
け
や
す
い

何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
！

メ
ー
カ
ー
に
原
因
を

確
認
し
て
も
ら
っ
て
ま
す

このコーナーは、みなさんから
寄せられたご質問に対する回答やご意見・
おたよりを掲載するコーナーです

生ごみ用袋を買う場合
使い切る程度を目安に

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
しししししししししししししししししししししししししししししししし
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

お
し
ゃ
べ
り

トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククククククククククククククク

ト
ー
ク���������������������������������

★
テ
ー
マ
を
も
う
け
て
話
題
や
情
報

な
ど
募
集
し
ま
し
た
。

今
月
の
テ
ー
マ

　
「
身
近
な
春
の
予
感
」
で
し
た　

○
ピ
カ
ピ
カ
の
机
に
置
か
れ
た
、
ピ

カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
。
ち
ょ
っ
と

気
の
早
い
両
親
が
買
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
娘
は
小
学
生

に
な
り
ま
す
。 

（　

代
女
性
）

20

○
息
子
が
無
事
大
学
に
合
格
し
ま
し

た
。合
格
発
表
の
日
は
ド
キ
ド
キ
で
し

た
が
、今
年
は
と
て
も
う
れ
し
い
春
が

迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。 
（　

代
女
性
）

40

○
孫
と
土
手
を
散
歩
し
て
い
て
ツ
ク

シ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
雪

が
降
る
日
も
あ
り
ま
す
が
、
春
は
そ

こ
ま
で
来
て
い
る
ん
で
す
ね
。

 

（　

代
男
性
）

60

○
先
日
、
梅
を
見
て
き
ま
し
た
。
５

分
咲
き
で
し
た
が
と
て
も
き
れ
い
で

春
を
満
喫
し
た
気
分
。
で
も
昔
な
ら

お
前
の
方
が
き
れ
い
だ
よ
っ
て
言
っ

て
く
れ
た
だ
ん
な
は
、
隣
で
ア
ク
ビ

し
て
ま
し
た
。は
ぁ
〜
。 （　

代
女
性
）

30
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県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
歴
史
あ
る
ツ

ツ
ジ
の 
古  
木 
を
守
る
た
め
、
日
々
研
究
を

こ 
ぼ
く

し
て
い
る
島
野
好
次
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
「
私
の
父
親
が
植
物
を
愛
し
た
人
で
、そ

の
影
響
か
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
植
物
が
大
好

き
で
し
た
。
ツ
ツ
ジ
と
出
会
っ
た
の
は
、

小
学
校
の
遠
足
で 
花  
山 
（
現
在
の
県
立
つ

は
な 
や
ま

つ
じ
が
岡
公
園
）
を
訪
れ

た
と
き
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

島
野
さ
ん
は
初
め
て
見

た
ツ
ツ
ジ
の
美
し
さ
と
、

木
の
大
き
さ
に
感
動
し
、

そ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
ツ
ツ
ジ
の
研
究
に

取
り
組
み
、
ツ
ツ
ジ
と
共

に
人
生
を
歩
ん
で
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

島
野
さ
ん
の
研
究
は
ツ
ツ
ジ
保
護
の
た

め
だ
け
で
な
く
、
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
歴

史
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
明
治
の
初
め
つ
つ
じ
が
岡
公
園
は
管

理
が
行
き
届
か
ず
、
と
て
も
荒
廃
し
て
ま

し
た
が
、
明
治　

年
、
館
林
町
と
邑
楽
郡

17

　

か
村
の
共
有
地
と
す
る
こ
と
で
復
興
を

88目
指
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
旧
の
伊

奈
良
村
、
西
谷
田
村
、
海
老
瀬
村
、
大
箇

野
村
が
加
わ
っ
て
い
た
ん
で
す
。
大
正　
13

年
に
は 
躑
躅
ケ
岡
保
勝
会 
が
設
立
さ
れ
、

つ
つ
じ
が
お
か
ほ
し
ょ
う
か
い

各
町
村
が
管
理
費
を
負
担
し
、
ツ
ツ
ジ
を

守
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
島
野
さ

ん
の
話
に
、
ツ
ツ
ジ
と
板
倉
町
の
知
ら
れ

ざ
る
深
い
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

　
「
公
園
に
は
、樹
齢
８
０
０
年
を
超
え
る

古
木
を
は
じ
め
、　

品
種

58

１
万
株
の
ツ
ツ
ジ
が
あ
り

ま
す
。
な
か
に
は
か
な
り

老
齢
化
が
進
ん
で
る
古
木

が
あ
り
、
現
在
、
古
木
の

 
樹  
勢 
を
回
復
し
、
木
の
若

じ
ゅ 
せ
い

返
り
を
図
ろ
う
と
、
土
壌

の
入
れ
替
え
な
ど
行
っ
て

い
ま
す
。
ツ
ツ
ジ
は
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
に
よ
っ
て

守
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
世
界
に
誇
る
日
本
一
の
ツ
ツ
ジ
を
後
世

に
残
し
、次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
最
大
の
仕
事
な
ん
で
す
」
と

話
す
島
野
さ
ん
か
ら
と
て
も
熱
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

歴
史
あ
る
古
木
を
守
り
、
毎
年
花
を
咲

か
せ
る
た
め
研
究
し
、
努
力
を
さ
れ
て
い

る
島
野
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、

つ
つ
じ
が
岡
公
園
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

広
報
編
集
委
員　

蓮
見
敬
子　

ツ
ツ
ジ
に
魅
か
れ

人
生
を
さ
さ
げ
る

ツ
ツ
ジ
に
さ
さ
げ
た
人
生

後
世
に
伝
え
残
す
こ
と
が
私
の
仕
事

1930年（昭和５年）８月17日

生まれ　西岡在住。

県立館林高等学校を卒業後、

昭和25年西谷田小学校（現北

小）に赴任。赴任中旧東京教

育大学理学部に内地留学し、

植物分類学を学ぶ。約40年の

教師生活中、館林市四小、十

小の校長を経て、定年退職

後、平成３年新設の館林市つ

つじ研究所所長に着任。ツツ

ジの保護、調査、保存に努め、

『館林のツツジ』など著書も数

多く出版し、現在も活躍中。

しまの よしじ

館林市つつじ研究所所長

島野好次さん

咲いたツツジをやさしく見守る

f ace 顔 

板
倉
と
も
関
係
が
深
い

県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園

次
の
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い

世
界
に
誇
る
日
本
一
の
ツ
ツ
ジ
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飛び出せ
　スクール
飛び出せ飛び出せ
スクール　スクール

　

総
合
学
習
の
時
間
、
子
ど
も
出
前
講
座

を
利
用
し
地
域
の
か
た
が
た
か
ら
板
倉
町

の
環
境
、
福
祉
、
健
康
、
歴
史
、
産
業
、

国
際
理
解
の
６
分
野
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。
疑
問
や
興
味
を
持
っ
た
事
な
ど

を
考
え
、
各
自
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
調

査
・
体
験
活
動
を
行
い
追
究
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。
模
造
紙
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ

た
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
発

表
し
、
そ
の
中
か
ら
代
表
生
徒
が
学
年
全

体
の
中
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

☆
外
国
人
と
の
生
活
の
違
い
を
調
べ
、
外

国
の
習
慣
を
体
験
し
よ
う
。（
国
際
理
解
）

☆
雷
電
神
社
を
調
べ
、
そ
の
歴
史
を
み
ん

な
に
伝
え
よ
う
。（
歴
史
）

☆
名
物
な
ま
ず
を
調
べ
、
な
ぜ
減
っ
て
き

た
の
か
を
み
ん
な
に
伝
え
よ
う
。（
産
業
）

☆
町
の
病
気
予
防
対
策
を
調
べ
、
元
気
に

生
活
で
き
る
よ
う
に
考
え
よ
う
。（
健
康
）

☆
板
倉
町
の
川
・
池
・
沼
の
水
質
を
調
べ
、

水
の
汚
れ
を
観
察
し
、
自
然
の
大
切
さ
を

考
え
よ
う
。（
環
境
）

☆
老
人
福
祉
に
つ
い
て
調
べ
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
よ
う
。

（
福
祉
）

○
調
べ
る
こ
と
が
す
ご
く
楽
し
く
思
え
た
。

実
際
に
体
験
し
て
み
て
、
人
の
気
持
ち
が

よ
く
分
か
っ
た
。（
国
際
理
解
）

○ 
勾  
玉 
・
土
器
の
作
り
方
、
防
空
壕
の
こ

ま
が 
た
ま

と
や
、
水
塚
の
大
切
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
分
か
っ
た
。（
歴
史
）

○
板
倉
町
の
米
や
ニ
ガ
ウ
リ
の
生
産
量
は
、

増
え
て
い
る
と
か
、
調
べ
た
こ
と
の
全
部

に
驚
い
た
。
米
や
キ
ュ
ウ
リ
や
ニ
ガ
ウ
リ

の
料
理
を
作
っ
て
み
た
い
。（
産
業
）

○
予
防
接
種
や
赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
調
べ
、

予
防
接
種
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
分

か
っ
た
。（
健
康
）

○
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
す
ご
い
設
備
を

見
て
正
直
び
っ
く
り
し
た
。
水
質
検
査
の

パ
ッ
ク
テ
ス
ト
も
み
ん
な
と
協
力
し
て
、

水
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
と
て
も
楽
し
い

活
動
だ
っ
た
。（
環
境
）

○
い
ろ
ん
な
事
が
学
べ
た
。
老
人
へ
の
接

し
方
、
板
倉
町
が
老
人
の
た
め
に
し
て
い

る
事
な
ど
分
か
っ
て
良
か
っ
た
。（
福
祉
）

郷
土
を
調
べ
よ
う　
�
板
倉
中
学
校�

板倉の川、沼、池
水質検査 （環境班）

調
べ
て
み
た
感
想
は
…

郷
土
を
理
解
す
る
た
め
に

主
な
調
査
テ
ー
マ

キムチの仕込み
（国際理解班）
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時
間
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
一

切
決
め
な
い

で
、
参
加
者
自

ら
が
す
べ
て
考

え
て
行
動
す
る

キ
ャ
ン
プ
。
自

由
な
の
び
の
び
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
た
い

か
た
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　

町
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
中

学
３
年
生

◆
主
な
体
験
内
容
（
予
定
）

①
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う

②
落
ち
葉
の
中
で
テ
ン
ト
を
立
て
よ
う

③
ト
イ
レ
を
作
ろ
う

④
火
を
お
こ
そ
う

⑤
竹
で 
吹  
竹 
や
は
し
を
作
ろ
う

ふ
き 
だ
け

⑥
ご
飯
も
自
分
で
つ
く
る
よ

◆
期
日　

３
月　

日（
土
）〜　

日（
日
）

26

27

◆
場
所　

千
代
田
町
新
福
寺
周
辺

◆
定
員　
　

名
15

◆
参
加
費　

５
０
０
円

（
保
険
代
・
食
料
費
な
ど
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

参
加
希
望
の
か
た

は
３
月　

日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員
会

18

生
涯
学
習
係
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
者
に
は
、
後
日
詳
細
を
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

わたらせ自然館からの
インフォメーション

　

「
板
倉
町
民
俗
文
化
伝
承
士
」募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
民
俗
文
化

の
保
存
と
伝
承
の
た
め
に
「
板
倉
町
民
俗

文
化
伝
承
士
」
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
の

文
化
財
を
普
及
し
、
守
り
、
民
俗
技
術
な

ど
を
伝
承
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
町
民
を

「
板
倉
町
民
俗
文
化
伝
承
士
」と
し
て
認
定

し
、
文
化
財
の
体
験
学
習
時
な
ど
に
お
い

て
、
そ
の
伝
承
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

町
内
在
住
で
、
町
内
の
文

化
財
の
研
究
お
よ
び
そ
の
技
術
の
普
及
に

努
め
て
い
る
か
た
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法　

所
定
の
推
薦
書
に
記
入
の

上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
推
薦
書
は
教

育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

◆
申
請
先
・
問
合
せ　

文
化
財
保
護
係

�
内
線
１
５
７

※
認
定
さ
れ
た
か
た
に
は
、
認
定
書
・
認

定
カ
ー
ド
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
よ
う
！

求む！ 伝統技術

お問い合わせは「わたらせ自然館」へ
休館日：毎週月・火・祝日
�82－１９３５

「種子工芸展」開催

自然の種子を使った芸術です！

「写真展 遊水地の詩」開催

あなたの知らない遊水地

オリエントカメラクラブのメンバー 10名がそ
れぞれの視点でとらえた作品を紹介します。

「初日の出」

◆と　き　３月24日（木）～３月27日（日）

　　　　　午前９時～午後４時30分

　　　　　（最終日：午後４時まで）

◆ところ　わたらせ自然館 多目的ホール

◆出　展　種子工芸クラブ作品20点

　　　　　（代表　 長  瀬  美  代  子 ）
なが せ み よ こ

◆入場料　無料

◆と　き　３月５日（土）～３月19日（土）

　　　　　午前９時～午後４時30分

　　　　　（最終日：午後４時まで）

◆ところ　わたらせ自然館 多目的ホール

◆出　展　オリエントカメラクラブ作品30点

　　　　　（代表　 竹  森  清  泰 ）
たけ もり きよ ひろ

◆入場料　無料
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板
倉
町
民
謡
民
舞
お
さ
ら
い
会

　

親
子
和
太
鼓
教
室

　

町
内
で
活
動
し
て
い
る
民
謡
会
で
は
、

１
年
の
練
習
成
果
を
披
露
す
る
「
第　

回
33

板
倉
町
民
謡
民
舞
お
さ
ら
い
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
程　

３
月　

日
（
日
）

13

時
間　

午
前　

時
〜

10

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

　

成
人
講
座

　

親
子
和
太
鼓
教
室
の
目
標
は
板
倉
ま
つ

り
へ
の
参
加
で
す
。
親
子
が
ひ
と
つ
と
な

り
、
和
太
鼓
演
奏
を
練
習
し
、
夏
の
板
倉

ま
つ
り
で
演
奏
し
ま
す
。

　

今
年
の
板
倉
ま
つ
り
は
親
子
の
思
い
出

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程　

５
月
８
日（
日
）〜
７
月　

日（
日
）

10

※
期
間
中
の
日
曜
日
に
計　

回
の
教
室
を

10

実
施
し
ま
す
。

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
30

場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

講
師　

稲
妻
太
鼓
愛
好
会

費
用　

無
料

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
親
子

※
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

定
員　

親
子　

組　

名

10

20

受
付　

３
月
５
日
（
土
）
〜

※
都
合
に
よ
り
、
日
程
が
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

親
子
体
験
教
室

　

成
人
病
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
、
家
庭
で
も
で
き
る
自
然
療
法

を
学
び
ま
す
。
誰
に
で
も
で
き
る
食
事
と

手
当
て
法
で
す
。

　

講
座
に
参
加
し
て
、
健
康
で
元
気
な
毎

日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

日
程　

３
月　

日
（
日
）

27

時
間　

午
後
１
時　

分
〜

30

場
所　

南
部
公
民
館

講
師　
 
福
渡
邦
子 
先
生

ふ
く
わ
た
り
く
に
こ

費
用　

無
料

対
象　

一
般
町
民
の
か
た

定
員　
　

名
30

受
付　

３
月
５
日
（
土
）
〜

　

あ
な
た
の
大
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
や
思
い

出
の
写
真
、
シ
ー
ル
な
ど
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト

加
工
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
下
敷
き
や
し

お
り
を
作
り
ま
す
。

　

親
子
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
下
敷
き
や
し
お

り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程　

３
月　

日
（
土
）

19

時
間　

午
前　

時
〜

10

場
所　

南
部
公
民
館

費
用　

無
料

対
象　

小
学
校
低
学
年
の
親
子

※
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

定
員　

親
子　

組　

名

15

30

持
参
品

○
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど

※
写
真
は
一
度
加
工
す
る
と
元
に
戻
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
は
さ
み
・
の
り

受
付　

３
月
５
日
（
土
）
〜
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中
央
公
民
館
の
図
書
室
は
、
受
験
生
が

勉
強
す
る
の
に
、
と
て
も
い
い
環
境
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
静
か
で
勉
強
も
は
か
ど

り
ま
す
。
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
こ
ん
な
い

い
図
書
室
が
あ
る
の
で
、
み
ん
な
と
っ
て

も
助
か
っ
て

い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

も
っ
と
た

く
さ
ん
の
受

験
生
や
た
く

さ
ん
の
人
た

ち
に
図
書
室

を
利
用
し
て

も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

毎週月曜日は全館休館日です。

（東）…東部公民館　（中）…中央公民館

（南）…南部公民館　（北）…北部公民館

◆
利
用
者
の
声

図
書
室
だ
よ
り

３
◆
新
着
紹
介
（
図
書
・
ビ
デ
オ
）

【
中
央
公
民
館
】

一
般
書

▽
対
岸
の
彼
女（
直
木
賞
作
品
） 角  
田  
光  
代 

か
く 
た 
み
つ 
よ

▽
コ
イ
ノ
カ
オ
リ　
　
　
　
　
 
角  
田  
光  
代 

か
く 
た 
み
つ 
よ

▽
正
義
の
証
明
（
上
・
下
）　
 
森  
村  
誠  
一 

も
り 
む
ら 
せ
い 
い
ち

▽
日
暮
ら
し
（
上
・
下
）　
 
宮  
部 
み
ゆ
き

み
や 
べ

▽
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
の
簡
単
お
や
つ

児
童
書

▽『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
学
級
文
庫
』シ

リ
ー
ズ

ビ
デ
オ

▽『
ド
ラ
え
も
ん
英
会
話
教
室
』シ
リ
ー
ズ

【
東
部
公
民
館
】

一
般
書

▽
定
年
後
を
楽
し
む
仕
事
の
本

▽
約
束　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
石  
田  
衣  
良 

い
し 
だ 

い 

ら

ビ
デ
オ

▽
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ワ
ー
ル
ド
「
激
突
！　

メ
カ
怪
獣
大
進
撃
」

▽
ブ
ラ
ザ
ー
・
ベ
ア

▽
清
左
衛
門
残
日
録
１
〜
８

▽
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
１
〜　
10

▽
鉄
腕
ア
ト
ム
３
・
４

【
南
部
公
民
館
】

一
般
書

▽
歩
く
と
な
ぜ
い
い
か
？    　
 
大  
島 　
 
清 

お
お 
し
ま 

き
よ
し

▽
翼
ひ
ろ
げ
る
子　
　
　
　
　
 
明  
橋  
大  
二 

あ
け 
は
し 
だ
い 
じ

▽
な
ぜ
生
き
る　
　
　
　
　
　
 
明  
橋  
大  
二 

あ
け 
は
し 
だ
い 
じ

▽
二
宮
金
次
郎
の
一
生　
　
 
三  
戸  
岡  
道  
夫 

み 

と 
お
か 
み
ち 
お

▽
樋
口
一
葉
と
十
三
人
の
男
た
ち

【
北
部
公
民
館
】

ビ
デ
オ

▽
世
界
遺
産－

夢
の
旅
１
０
０
選－

ア
ジ

ア
編
ほ
か
４
本

▽
海
風
（
ペ
･
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
出
演
）

▽
エ
ー
ス
・
ベ
ン
チ
ュ
ラ

　

東
部
公
民
館
の
図
書
室
を
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。
棚
に
あ
る
本
は
少
な
い
の
で

す
が
、
窓
口
に
あ
る
「
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

ド
」
を
使
う
こ
と
で
、
希
望
す
る
本
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
読
み
た
い
本
が
あ
る
と
メ
モ
し
て

お
き
、
カ
ー
ド
に
書
い
て
係
の
人
に
提
出

し
ま
す
。
す
る
と
県
立
図
書
館
や
近
隣
の

図
書
館
な
ど
か
ら
、
１
週
間
ほ
ど
で
本
を

取
り
寄
せ
て
く
れ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

た
い
シ
ス
テ
ム
で
、
お
か
げ
で
多
く
の
本

を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
 
飯  
島  
麻  
未 
さ
ん　

（
板
中
３
年
）

い
い 
じ
ま 
あ
さ 
み

　
　
　
 
阿  
部  
穂  
奈  
美 
さ
ん
（
板
中
３
年
）

あ 

べ 

ほ 

な 

み

(南)9: 30女性そば打ち教室２水

(北)13: 30編み物教室３木

(北)13: 30手織りでストール講座４金

(中)10: 30語学講座（英会話）５土

(中）東保育園児作品展（～24日）

各教室申込受付開始

公民館休館日７月

(北)13: 30手織りでストール講座11金

(北)9: 30折り紙教室12土

(中)10: 00趣味の教室

公民館休館日14月

(北)13: 30編み物教室17木

(南)10: 00親子体験教室19土

(北)10: 30さくらがおかおはなし会

(中)10: 30語学講座（英会話）

祝日休館日20日

公民館休館日21月

(北)9: 30陶芸教室23水

(南)13: 30成人講座27日

公民館休館日28月

開催期間　３月５日（土）～24日（木）
展示場所　中央公民館ロビー

　
　
 
小  
森  
谷  
道  
子 
さ
ん
（
海
老
瀬
在
住
）

こ 
も
り 
や 
み
ち 
こ
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まちづくり研究大会（体育功労者表彰）
中央公民館　13: 30～土 ３

　  ５

第２回板倉町民ソフトバレーボール大会
海洋センター体育館　９: 00～日 ３

　  ６

第13回春季ゲートボール大会
谷田川ゲートボール場　８: 30～金 ３

　  11

第32回春季北関東硬式卓球大会
板倉中学校体育館　８: 30～日 ３

　  20

小学生サッカー教室
海洋センター体育館　19: 00～

 ３月 火
毎週

キッズエアロビクス教室
海洋センター体育館　９: 00～

 ３月 土
毎週

上
手
に
な
っ
た
よ
！

ス 
キ 
ー 
教 
室

　

２
月　

日
（
日
）
会
津
た
か
つ

20

え
ス
キ
ー
場
で
、
ス
キ
ー
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、　

名
の
参

37

加
者
は
、
み
る
み
る
う
ち
に
上
達

し
、
は
じ
め
は
ま
っ
た
く
滑
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
、
帰
る
こ
ろ
に
は
リ
フ
ト
に
乗

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
程　

４
月
〜
６
月

　
　
　

毎
週
土
曜
日
（
全　

回
）

10

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

栃
木
県
藤
岡
町
弓
道
場

参
加
費　

１
、０
０
０
円（
保
険
代
）

対
象　

中
学
生
以
上
の
か
た

定
員　
　

名
20

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

日
程　

４
月
〜
６
月

　
　
　

毎
週
金
曜
日
（
全　

回
）

10

　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

30

場
所　

バ
ー
デ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

参
加
費　

１
、０
０
０
円（
教
室
1

回
あ
た
り
）

※
練
習
場
使
用
料
と
し
て

対
象　

中
学
生
以
上
の
か
た

日
程　

４
月
〜
６
月

　
　
　

毎
週
木
曜
日
（
全　

回
）

10

　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

30

30

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

参
加
費　

１
、２
０
０
円（
保
険
代
）

対
象　

中
学
生
以
上
の
か
た

定
員　
　

名
60

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

日
程　

４
月
〜
６
月

　
　
　

毎
週
土
曜
日
（
全
６
回
）

　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

30

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

参
加
費　
　
 
８
０
０
円（
保
険
代
）

対
象　

小
学
生
以
上
の
か
た

定
員　
　

名
（
最
少
遂
行　

名
）

30

15

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

春春春春春春春春春春春春春春
のののののののののののののの
教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室
始始始始始始始始始始始始始始
まままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすす
！！！！！！！！！！！！！！

春
の
教
室
始
ま
り
ま
す
！ 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

○
参
加
希
望
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

弓
道
教
室（
前
期
）

ゴ
ル
フ
教
室（
第
1
期
）

太
極
拳
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
＆
エ
ア
ロ
ビ
教
室
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保健センター
�82- 3757
�hoken@t own. i t akur a. gunma. j p

　

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
が
難

し
い
な
ど
、
子
育
て
に
は
不
安
が

つ
き
も
の
で
す
。
あ
そ
び
を
通
じ

て
の
親
子
の
か
か
わ
り
方
を
い
っ

し
ょ
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

期
間　

４
月
〜
平
成　

年
３
月

18

（
毎
月
１
回
・
計　

回
）

12

対
象　

２
歳
前
後
の
お
子
さ
ん

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

児
童
指
導
員
・
療
育
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

定
員　
　

組
程
度

15

※
あ
ら
か
じ
め
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
Ｃ
型
肝
炎
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
に
」「
肝
硬
変
・
肝
臓
が
ん

は
未
然
に
防
げ
る
か
？
」と
題
し

て
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月　

日
（
土
）　
　
　

26

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

板
倉
町
中
央
公
民
館

講
師　

総
合
太
田
病
院
内
科

　
　
　
 
濱  
田  
哲  
也 
先
生

は
ま 
だ 
て
つ 
や

申
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
「
鼻
水
が
出
た
り
、せ
き
が
出
る

け
れ
ど
予
防
接
種
を
受
け
て
も
大

丈
夫
？
」な
ど
、
大
切
な
お
子
さ

ん
の
た
め
に
安
全
に
予
防
接
種
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。　
　

日
時　

４
月
４
日
（
月
）

　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

※
終
了
後
、
希
望
者
に
身
長
計
測

と
育
児
や
栄
養
の
相
談
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
測
定
だ
け
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
言
葉
や
そ
の
発
達
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
言
葉
が
増
え
な
い
」「
発
音
が
気

に
な
る
」な
ど
、
言
葉
の
発
達
や

訓
練
・
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
言

語
聴
覚
士
が
個
別
に
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

日
時　

３
月　

日
（
木
）

17

　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

※
時
間
予
約
制
・
一
人　

分
間

40

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

あ
ら
か
じ
め
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
４
月
は
理
学
療
法
士
に
よ
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

あ
そ
び
の
教
室

（
一
年
間
コ
ー
ス
）

受 付 時 間担当医師対　 象内 容曜日月

午後１時15分～２時 石  山 　 悟 
いし やま さとる平成14年12月と平成15年１月

生まれのお子さん

２歳児親子

歯科健診
火８３

午後１時15分～２時
（４か月児は、午後
２時～２時30分）

 星  野 　 弘 
ほし の ひろし

 井  上  研  次 
いの うえ けん じ

平成16年６月・９月・11月

生まれのお子さん
乳児健診金18

午後１時15分～２時 石  山 　 潔 
いし やま きよし平成16年２月・３月

生まれのお子さん
１歳児健診金25

午後１時15分～２時
 平  岩  正  基 
ひら いわ まさ き

 北  村 　 博 
きた むら ひろし

平成15年８月・９月

生まれのお子さん

１歳６か月児

健診
火５４

乳 幼 児 日 程 表（会場  保健センター）

※転入されたかたや通知の届かないかたは、保健センターまでお問い合わせください。

コ
ア
ラ
学
級

（
育
児
学
級
）

言
語
聴
覚
士
に
よ
る

療
育
リ
ハ
ビ
リ
相
談
会

３／４（金）保健センター
　　４（金）北部公民館
　　11（金）保健センター
　　18（金）保健センター
　　18（金）東部公民館
　　25（金）保健センター
４／１（金）保健センター
　　１（金）北部公民館
時間　午前10時～11時30分
内容　血圧測定と検尿。心
と体の健康に関すること。

日時　３月16日（水）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター

講師　 大  朏  真  由  美 先生
おお つき ま ゆ み

　　　（作業療法士）
※初めて参加されるかた
は、あらかじめ保健セン
ターへお申し込みください。

健康相談

リハビリ教室

正
し
い
肝
臓
の
知
識
を

「
町
民
公
開
講
座
」



( 20)( 20)

　
　

年
度
は
国
勢
調
査
が
実
施
さ

17
れ
ま
す
。
調
査
の
実
施
に
伴
い
、

各
届
出
書
に
職
業
や
産
業
な
ど
の

記
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３

18

月　

日
ま
で
の
１
年
間

31
対
象
届
出　

出
生
届
・
死
亡
届
・

死
産
届
・
婚
姻
届
及
び
離
婚
届

※
各
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
業
な
ど
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
死
亡
届

に
は
、
農
業
・
建
設
業
・
不
動
産

業
な
ど
の
産
業
も
併
せ
て
記
入
し

た
だ
く
と
、
一
年
間
有
効
で
す
。

募
集
職
種
及
び
人
数

▼
調
理
員　

２
名

▼
用
務
員　

１
名

申
込
締
切
日　

３
月　

日
（
木
）

17

※
勤
務
開
始
は
４
月
か
ら
で
す
。

申
込
方
法　

臨
時
職
員
登
録
申
込

書
（
写
真
張
り
付
け
）
に
記
入
の

う
え
、
総
務
課
職
員
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
は
、
総

務
課
及
び
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
職
員
係

�
内
線
１
１
４

　

４
月
か
ら

国
民
年
金
保

険
料
の
口
座

振
替
早
収
割

引
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。
現
行
の
翌
月
末
日
引

き
落
と
し
か
ら
、
当
月
末
日
引
き

落
と
し
へ
１
か
月
早
め
る
こ
と
に

よ
り
、
１
か
月
当
た
り　

円
の
割

40

引
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
１
年
分
（
ま
た
は
６
か

月
分
）
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で

前
納
す
る
と
、
納
付
書
で
前
納
す

る
よ
り
も
、
さ
ら
に
割
引
に
な
り

ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
す
。

記
入
例

◆
教
員
及
び
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
か

た
は
「
専
門
・
技
術
職
」

◆
一
般
事
務
員
及
び
集
金
人
の
か

た
は
「
事
務
職
」

◆
飲
食
店
主
及
び
外
交
員
の
か
た

は
「
販
売
職
」

◆
美
容
師
及
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
か
た
は
「
サ
ー
ビ
ス
職
」

※
詳
し
い
こ
と
は
町
民
生
活
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
戸
籍
整
備
係

�
内
線
１
２
３

　
　

年
度
臨
時
職
員
登
録
者
を
募

17
集
し
ま
す
。
一
度
登
録
を
し
て
い

対
象　

口
座
振
替
で
保
険
料
を
納

め
る
か
た

手
続
方
法　

①
預
貯
金
通
帳　

②

預
貯
金
通
帳
届
出
印　

③
国
民
年

金
保
険
料
納
付
書
を
持
参
の
う
え
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
、
太

田
社
会
保
険
事
務
所
へ
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
既
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
か

た
で
、
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度

を
希
望
す
る
場
合
も
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
で
保
険
料
の

前
納
を
希
望
す
る
か
た
は
、
３
月

　

日（
火
）ま
で
に
太
田
社
会
保
険

15事
務
所
へ
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

太
田
社
会
保
険
事
務
所

�
　

－

３
７
１
１

49

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に
賛
同

し
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

推
進
す
る
日
赤
奉
仕
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

任
期　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３

19

月　

日
ま
で
の
２
年
間

31
募
集
期
間　

３
月
１
日
（
火
）
〜

３
月　

日
（
金
）

25

申
込
み
・
問
合
せ　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

�
内
線
１
８
９

お
知
ら
せ　

各
届
出
に
職
業
や
産
業
の

記
入
が
必
要
に
な
り
ま
す

口
座
振
替
の
か
た
は

早
く
納
め
る
と
お
得
で
す

　

家
庭
教
育

に
不
安
や
疑

問
を
感
じ
た

こ
と
あ
り
ま

す
か
？　

日

本
家
庭
で
の

子
育
て
、
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
大
人
の
接

し
方
や
講
師
自
身
の
経
験
談
、

国
際
化
に
対
応
し
た
子
育
て
な

ど
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
中
は
お
子
さ
ん
を
お
預
か

り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程　

４
月
２
日
（
土
）

開
場
時
間　

午
後
６
時

開
演
時
間　

午
後
６
時　

分
30

※
参
加
無
料

場
所　

ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス

募
集
人
数　
　

名
50

※
申
し
込
み
順
に
な
り
ま
す
の

で
、
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、

３
月　

日
（
金
）
ま
で
に
左
記

25

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
け
付
け
は
土
日
、
祝

日
を
除
く
午
前　

時
〜
午
後
３

10

時
で
行
い
ま
す
。

講
師　

宇
都
宮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

 
鄭 　
 
明  
香 
先
生
（
台
湾
出
身
）

て
い 

め
い 
か

申
込
み
・
問
合
せ

　

館
林
青
年
会
議
所
事
務
局

�
　

－

１
２
３
４

74 外
国
人
か
ら
学
ぼ
う

子
ど
も
と
の
接
し
方

板
倉
町
日
赤
奉
仕
団

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

年
度
の
役
場
臨
時
職
員

17登
録
者
を
募
集
し
ま
す

(21)( 21) 広報いたくら Ｈ17広報いたくら　Ｈ17．．３３．．１１

不燃性粗大ごみ・
小型家電・資源ごみ可 燃 性 粗 大 ご み

自転車・鉄製品
ダンボール・衣類
新聞紙・雑誌

アルミニウム製品
小型家電など

布団類

木製の家具類

搬入可能

粗大ごみ

収集希望直接搬入収集希望直接搬入搬入方法

有料無料有料無料料 金

申込期限
８日（火）

月～金曜

申込期限
８日（火）

３日（木）

29日（火）
受入日 調査日

14日（月）
調査日
14日（月）

収集日
17日（木）

収集日
17日（木）

午前９時～
午後３時

午前９時～
午後３時搬入時間

工
事
）

期
間　

４
月　

日
（
月
）
〜
平
成

11

　

年
３
月　

日
（
金
）

18

31

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

公
表
方
式　

閲
覧
方
式
と
な
り
ま

す
。希
望
者
は
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
申
請
簿
に
氏
名
、
申
請
理
由
な

ど
の
記
入
が
必
要
で
す
。

公
表
場
所
・
問
合
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

�
内
線
１
３
７
・
１
３
８

　

町
内
の
特
定
疾
患
患
者
及
び
小

児
慢
性
疾
患
児
童
の
保
護
者
を
対

象
に
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

②
家
屋
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
〜

５
月　

日
（
火
）

31

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

持
参
す
る
も
の　

印
鑑
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

縦
覧
場
所
・
問
合
せ

税
務
課
資
産
税
係

�
内
線
１
１
８

　
　

年
度
公
共
工
事
発
注
計
画
を

17
公
表
し
ま
す
。

内
容　

公
共
工
事
発
注
計
画
（
予

定
価
格
２
５
０
万
円
以
上
の
建
設

○テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・パソコン
　は除きます。
○日曜の受け入れをします。20日午前９時～正午
○期限過ぎの申し込みは、翌月収集になります。
申込み・問合せ　資源化センター
�８２－５３７１

対
象
者

①
平
成　

年　

月
１
日
以
降
の
承

16

10

認
期
間
の
あ
る
か
た

②
平
成　

年
９
月　

日
ま
で
の
承

16

30

認
期
間
の
あ
っ
た
か
た
で
、
９
月

に
申
請
を
さ
れ
な
か
っ
た
か
た

申
請
期
間　

３
月
１
日
（
火
）
〜

３
月　

日
（
金
）

18

必
要
書
類

①
群
馬
県
が
発
行
す
る
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
、
ま
た
は
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

②
本
人
名
義
の
通
帳

※
児
童
の
場
合
は
保
護
者
名
義
の

通
帳

③
印
鑑

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

�
内
線
１
８
９

　渡良瀬遊水地において、ヨシ焼きを実

施します。風向きにより焼却灰が降るな

どご迷惑をおかけしますが、ご協力をお

願いします。なお、実施中は遊水地内へ

は立ち入り禁止になります。

日程　３月21日（月）

※雨天・強風などの場合や下草が湿って

いる場合は順延になります。

●第１予備日　３月26日（土）

●第２予備日　３月27日（日）

時間　午前８時30分～

場所　渡良瀬遊水地全域

問合せ　企画財政課企画調整係

�内線１３５

テレホンサービス

０１８０－９９－２４００

３月の布団・家具類の出せる日

　

４
月
１
日

よ
り
、
町
内

の
土
地
・
家

屋
の
価
格
な

ど
が
記
載
さ

れ
て
い
る
縦

覧
帳
簿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
地
・
家
屋
の
比
較
及
び
確
認

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

縦
覧
対
象
者　

町
内
に
土
地
建
物

を
所
有
の
固
定
資
産
納
税
義
務
者

の
か
た
及
び
そ
の
代
理
人
の
か
た

縦
覧
内
容

①
土
地
（
所
在
・
地
番
・
地
目
・

地
積
・
価
格
）

特
定
・
小
児
慢
性
疾
患
の

患
者
さ
ん
に
見
舞
金
支
給

土
地
・
家
屋
価
格
な
ど
の

帳
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
！

　

わ
た
ら
せ
自
然
館
で
、
１
月

９
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
新

潟
県
中
越
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
」
で
は
、
左
記
の
義
援

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字

社
板
倉
町
分
区
を
通
じ
、
日
本

赤
十
字
社
本
社
に
送
金
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

○
新
潟
県
中
越
地
震
義
援
金

　

金　

１
４
２
、４
４
３
円

○
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
義
援
金

　

金　
　

２
０
、４
７
５
円

公
表
し
ま
す

公
共
工
事
発
注
計
画
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春
は
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
に

最
適
な
季
節

で
す
。
こ
の

春
か
ら
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
を

始
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
か

た
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程　

４
月　

日
（
木
）

21

時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

場
所　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　
　

名
（
先
着
）

60

※
４
月
１
日（
金
）午
前
８
時　

分
30

よ
り
電
話
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

演
題　

や
さ
し
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

入
門

講
師　

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活

を
守
る
学
童
保
育
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
共
働
き
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、利
用
を
希
望
す
る
か
た
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
小
学
校
区
対
象

◆
ひ
ま
わ
り
学
童
ク
ラ
ブ
（
ひ
ま

わ
り
幼
稚
園
内
）

�
　

－

１
５
３
９

82
◆
ま
き
ば
学
童
預
か
り
保
育
（
ま

き
ば
幼
稚
園
内
）

�
　

－

１
６
８
２

82
西
小
学
校
区
対
象

◆
み
つ
ば
ち
学
童
ク
ラ
ブ

�
　

－

３
７
４
１

82

▼
応
用
編

日
程　

８
月
２
日
〜　

月　

日
の

11

15

隔
週
火
曜
日
（
計
９
回
）

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
30

会
場　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

※
説
明
会
及
び
講
座
共
通
で
す
。

受
講
資
格

①
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
か
た

②
県
内
在
住
の
か
た

③
講
座
修
了
後
、
県
立
点
字
図
書

館
で
録
音
図
書
製
作
の
奉
仕
活
動

が
で
き
る
か
た

④
全
日
程
受
講
可
能
な
か
た

⑤　

歳
ま
で
の
か
た

60
定
員　
　

名
程
度
（
選
考
）

20

受
講
料　

１
、４
０
０
円

※
申
込
者
に
は
、
選
考
結
果
を
４

月　

日（
木
）ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

28
問
合
せ　

県
立
点
字
図
書
館

�
０
２
７－

２
５
５－

６
５
６
７

【０～１歳児】
７（月）　思い出手形作り
14（月）　思い出手形仕上げ
28（月）　好きなおもちゃで遊ぼう
【２歳以上児】
４（金）　思い出手形作り
11（金)　思い出手形仕上げ
18（金）　スタンプで手形を取ろう
25（金）　好きなおもちゃで遊ぼう
対象　保育園や幼稚園に入園する

前のお子さんとその家族
時間　午前10時～正午
※自由開放（火～木曜日は終日、月・
金曜日の午後）も行っています。お
友達ができるチャンスです！
問合せ　西保育園
�８２－２０１４

○水道料金納入地区　14区の一部～29区
○水道料金口座振替日　３月25日（金）

お
知
ら
せ　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
守
る

学
童
保
育
を
紹
介
し
ま
す

電話当 番 店曜日日月

82- 2982土橋設備土５

３

82- 2152㈲佐山設備日６

82- 0537㈲根岸工業土12

82- 0126尾崎農機日13

82- 1025㈲鈴木設備土19

82- 0027岩崎設備日20

82- 0001㈲しんえい設備祝21

82- 0095山岸管工設備土26

82- 0261㈲小倉設備日27

77- 0057宇治川管工土２

４
82- 1856高田管工設備日３

77- 0358㈲長谷川設備土９

82- 2982土橋設備日10

 
千  
代  
美  
佐  
緒 
先
生

ち 

よ 

み 

さ 

お

申
込
み
・
問
合
せ

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

７
１
８
８

88

　

年
度
朗
読
（
音
訳
）
奉
仕
員
養

17成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
講
座
内
容
説
明
会
】

日
程　

３
月　

日（
火
）、　

日（
火
）

15

22

※
講
座
の
受
講
申
込
書
を
配
付
し

ま
す
の
で
、
必
ず
ど
ち
ら
か
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

【
講
座
】

▼
基
礎
編

日
程　

５
月　

日
〜
７
月　

日
の

10

26

毎
週
火
曜
日
（
計　

回
）

12

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

春
か
ら
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

寄 付 採 納
○シクラメン

　大鉢25鉢及び小鉢60鉢

　（40, 000円相当）

　北小学校の環境美化活動

　資料として

　 田  村  謙  一 さん（細谷）
た むら けん いち

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
！

年累計   63件板倉の１１０番
※(  )内は累計（１月21日～２月20日）
５件(   10件)�侵入窃盗
１件(   ２件)�車上ねらい
４件(   ８件)�自動販売機ねらい
０件(   ０件)�乗物盗難
２件(   ４件)�その他の事件
９件(   13件)�人身事故
12件(   26件)�物件事故

カギかける手間かけて　空き巣予防！

(23)( 23) 広報いたくら Ｈ17広報いたくら　Ｈ17．．３３．．１１

場
所　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

申
込
み　

希
望
者
は
事
前
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

�
　

－

 
４  
１  
４  
７ 

よ 

い 

し 

な

91
※
毎
月
最
終
日
曜
は
特
売
日
で
す

▼
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

場
所　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

対
象　
　

歳
以
上
の
か
た

65

申
込
み　

実
施
日
の
一
週
間
前
ま

で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
９
０
０

82

　

群
馬
土
地
家
屋
調
査
士
会
館
林

支
部
で
は
、
登
記
及
び
許
認
可
手

続
き
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程　

３
月　

日
（
土
）

26

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

場
所　

館
林
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

相
談
内
容

◆
土
地
・
建
物
に
関
す
る
登
記
、

測
量
、
境
界
問
題

◆
相
続
な
ど
の
問
題
、
名
義
変
更

及
び
手
続
き

◆
農
地
法
及
び
土
地
利
用
な
ど
の

問
題

◆
各
諸
官
庁
へ
の
許
認
可
手
続
き

　秘密厳守・相談無料

定例相談定例相談

　

所
得
税
確
定
申
告
と
住
民

税
申
告
の
相
談
を
、
中
央
公

民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

３
月　

日（
火
）ま
で

15

時
間

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

午
後
１
時
〜
３
時　

分
30

問
合
せ　

税
務
課

�
内
線
１
１
６
・
１
１
７
・

１
１
８

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

所
得
税
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

住
民
税

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
申
告
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

相
談
を
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

登
記
・
許
認
可
手
続
き

無
料
相
談
会
を
開
催
！

毎回木曜日
午前10時～正午

月３４

日
　
10
　
17
　
24
　
14

対
象
行
政
区

　
　

区

14
　
　

区

15
　
　

区

17
　
　

区

19

●法律相談
３月８日（火）午後１時～３時
中央公民館

相談員　 森  尻  光  昭  弁護士
もり じり みつ あき

問合せ　総務課　�内線115

●行政相談
３月18日（金）午前10時～正午
中央公民館

相談員　 増  田  富  美  子  行政相談委員
ます だ ふ み こ

問合せ　企画財政課　�内線136

●農地相談
３月７日（月）・４月４日（月）
午後１時30分～４時
農業委員会相談室
相談員　農業委員２名
問合せ　農業委員会　�内線130

●ボランティア何でも相談
毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時　福祉センター
問合せ　ボランティアセンター
�82- 3900

●子育て相談
毎週月～金曜日
午後１時30分～４時
問合せ　西保育園
�82- 2014

●心配ごと相談
３月８日（火）・22日（火）
午前９時30分～正午　福祉センター
問合せ　板倉町社会福祉協議会
�82- 3900

●交通事故出張相談
３月４・11・18・25／４月１・15日
午前10時～午後４時
太田市役所２階　交通政策課相談室
問合せ
群馬県庁交通政策課　�027- 226- 2388
役場環境課　�内線155

●一般健康相談
３月７日（月）
受付　午後１時～２時
問合せ　館林保健福祉事務所
�72- 3230

●くらしの相談窓口
休館日（原則、月曜日、祝日）を除く毎日
午前８時30分～午後５時
問合せ
中央公民館　�82- 2435
東部公民館　�82- 1241
南部公民館　�82- 1424
北部公民館　�77- 1855

●土地・建物何でも無料相談
３月15日（火）・４月12日（火）
午後１時～３時
館林市城沼公民館
相談・問合せ
ＮＰＯ群馬県不動産コンサルティング協会
館林支部事務局　�73- 2222

相
談
・
悩
み

◆
道
路
・
水
路
の
占
有
及
び
払
い

下
げ
な
ど
の
問
題

◆
会
社
設
立
及
び
法
人
登
記
に
関

す
る
問
題

申
込
み　

直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

群
馬
土
地
家
屋
調
査
士

会
館
林
支
部

�
　

－

１
０
０
８

75
○
建
設
課

▼
町
道
４
０
７
３
号
線 
道
路
改
良

工
事

工
事
場
所　

大
字
海
老
瀬
地
内

落
札
金
額　

２
、５
０
０
、０
０
０
円

落
札
業
者　

斎
藤
建
設
工
業
㈱

▼
町
道
１
２
３
４
号
線
外 
進
入
路

新
設
工
事

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

落
札
金
額　

２
、３
０
０
、０
０
０
円

落
札
業
者　

栗
原
建
設
㈱

▼
町
道
５
２
１
０
号
線 
舗
装
新
設

工
事

工
事
場
所　

大
字
離
地
内

落
札
金
額　

１
、８
５
０
、０
０
０
円

落
札
業
者　

福
地
建
設
㈲

▼
野
菜（
農
産
物
）何
で
も
相
談
会

日
程　

３
月　

日
（
水
）

16

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

入
札
結
果

定
例
情
報
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町内で行
われた行

事や

イベント
で、みん

なの

笑顔をみ
つけまし

た。

●
俳　

句

朝
粥
や 
縮
緬  
雑
魚 
を
な
じ
ま
せ
て

ち
り
め
ん 

じ
ゃ
こ

 
川  
野  
邉  
己  
代  
治 

か
わ 

の 

べ 

み 

よ 

じ

春
浅
し
竿
も
動
か
ず 
漣 
に

さ
ざ
な
み

 
小  
林 　
 
滉 

こ 

ば
や
し 

ひ
ろ
し

コ
ー
ヒ
ー
の
ミ
ル
ク
広
が
る
浅
き
春

 
新  
井  
信  
子 

あ
ら 

い 

の
ぶ 

こ

理
髪
屋
に
行
こ
か
止
め
よ
か
春
浅
し

 
三  
関 　
 
彰 

み 

せ
き 

あ
き
ら

坂
東
の
流
れ 
揺
蕩 
ふ
春
浅
し

た
ゆ
と

 
川  
野  
邉  
喜  
代  
子 

か
わ 

の 

べ 

き 

よ 

こ

病
棟
の
白
衣
真
っ 
新 
春
浅
し

さ
ら

 
栗  
原  
敏  
子 

く
り 
は
ら 
と
し 

こ

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
姉
の
オ
ム
ツ
の
替

へ
ら
る
る

 
藤  
野 
こ
づ
い

ふ
じ 

の

老
人
と
飼
育
の
め
だ
か
浅
き
春

 
矢  
口  
慶  
子 

や 

ぐ
ち 
け
い 

こ

紅
梅
や 
虚
空 
は
蒼
き
胸
開
く

こ
く
う

 
川  
野  
邉  
静  
江 

か
わ 

の 

べ 

し
ず 

え

散
策
の
堤
つ
た
ひ
や
春
浅
し

 
小  
磯 　
 
靖 

こ 

い
そ 

や
す
し

山
笑
ふ
郷
を
湯
治
に
勧
め
ら
る

 
荻  
野  
次  
雄 

お
ぎ 

の 

つ
ぎ 

お

冬
帽
子
み
だ
る
る
髪
を
ひ
た
隠
し

 
荒  
井  
八  
重 

あ
ら 

い 

や 

え

揚
げ
た
て
を
真
白
き
皿
に 
蕗 
の 
薹 

ふ
き 

と
う

 
岡  
部 
い
ず
み

お
か 

べ

 
久 
に
聞
く
鈴
の
お
手
玉
春
の
縁

ひ
さ

 
小  
暮  
与  
一 

こ 

ぐ
れ 

よ 

い
ち

暗
が
り
に
埴
輪
の
目
鼻
春
浅
き

 
宮  
田  
藤  
仔 

み
や 

た 

と
う 

し

雷電神社豆まきにて▼

○内科（小児科の診療もできます）・外科の診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診できる病院を紹介しています

高鳥天満宮豆まきにて▲

（電話で確認してから受診してください）休 祝 日 当 番 医
館 林 邑 楽 全 地 区館 林

板 倉期 日
耳 鼻 科小 児 科・内 科外 科内 科

川村耳鼻喉咽科医院
７２－１３３７

真中医院
７２－１６３０

真中医院
７２－１６３０

うえの医院
７２－３３３０

館林地区と同じ３月６日（日）

川田耳鼻喉咽科医院
７２－３３１４

小児科おぎわらクリニック
６１－１１３３

館林医院
７４－２１１２

後藤内科医院
７２－０１３４

井上整形外科医院
８２－１１３１

３月13日（日）

今村クリニック
７０－２２２１

竹越医院
８４－３１３７

慶友整形外科病院
７２－６０００

横田胃腸科内科
７２－４９７０

増田医院
８２－２２５５

３月20日（日）

－
菅沼医院

７２－９０９０
海宝病院

７４－０８１１
安楽岡医院
７２－０５７２

館林地区と同じ３月21日（祝）

板倉耳鼻喉咽科クリニック
８０－４３３３

神尾内科医院
７５－１２８８

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

大石内科医院
７４－２３６２

館林地区と同じ３月27日（日）

小倉医院
７２－０６０６

小林内科医院
８８－８２７８

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

ゆたか医院
７３－７３０８

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

４月３日（日）

川田耳鼻喉咽科医院
７２－３３１４

さくらクリニック
７２－３８５５

新橋病院
７５－３０１１

橋田内科クリニック
７２－０００１

館林地区と同じ４月10日（日）

夜 間緊 急 の と き歯 科

夜間急病診療所　７３－２３１３
診療時間：午後７時～10時（土・日、祝日を除く）
診療科目：内科・小児科（要電話確認）　　　　　　

館林厚生病院　７２－３１４０
毎週日曜や内科・外科は行っています

※急患のみ

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８

診療時間：午前９時～正午・午後１時～３時

おやこサロンにて▼

板
倉
町
の
文
壇

●
短　

歌

春
立
ち
て
曙
に
染
む
家
並
み
に

　

車
出
て
行
く
烏
飛
び
発
つ

よ
し
ば
こ
う

夜
明
前
凍
て
つ
く
寒
気 
震 
わ
せ
る

ふ
る

　

新
聞
配
達
の
バ
イ
ク
の
ひ
び
き

 
大  
塚  
利  
市 

お
お 
つ
か 

り 

い
ち

大
き
め
に
さ
く
さ
く
切
り
て
山
に 
盛 
る

も

　
 
初
採 
り
胡
瓜
の
香
り
豊
か
に

は
つ
ど

 
根  
岸  
都  
代  
子 

ね 

ぎ
し 

と 

よ 

こ

大
寒
の
風
は
底
よ
り
吹
き
上
げ
て

　

止
む
こ
と
も
な
し
今
日
で
三
日
目

 
真  
下  
美  
津  
子 

ま 

し
も 

み 

つ 

こ

添
ひ
寝
す
る
幼
に
吾
は
押
し
出
さ
れ

　

小
さ
く
な
り
て
片
隅
に
眠
る

 
川  
野  
辺  
君  
代 

か
わ 

の 

べ 

き
み 

よ

陽
の 
沈 
み
野
良
の
北
方 
街 
空
を

し
づ 

ま
ち

　

朱
く
染
め
あ
ぐ
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

の
灯

 
真  
下  
明  
夫 

ま 

し
も 
あ
き 

お

正
月
を 
無
音 
に
過
ぎ
し
故
郷
の

ぶ
お
ん

　

兄
の
入
院
を
突
如
告
げ
く
る

 
三  
関 　
 
彰 

み 

せ
き 

あ
き
ら

冷
え
し
手
に 
温 
き
お
焼
き
を
い
た
だ

ぬ
く

き
ぬ

　

ほ
の
か
な
湯
気
は
春
の
香
を
告
ぐ

 
斉  
藤  
茂  
雄 

さ
い 
と
う 
し
げ 

お

 
括 
ら
れ
て
は
さ
に
干
さ
れ
し
豆 
殻 
が

く
く 

が
ら

　

風
に
泣
き
お
り
雪
近
か
ら
む

 
川  
島 
ノ
ブ

か
わ 
し
ま

い
ち
早
く 
河
津 
桜
の
咲
き
初
め
ぬ

か
わ
づ

　

だ
れ
と
行
か
ん
か
川
添
ひ
の
道

 
根  
岸  
勝  
子 

ね 

ぎ
し 
か
つ 

こ

夕
茜
影
絵
の
如
き
富
士
に
向
き

　

何
を
か
祈
ら
む
明
日
思
ひ
つ
つ

 
谷  
口  
恵  
満  
子 

た
に 
ぐ
ち 

え 

み 

こ
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ハロー！　スイートベビー

※「
敬
称
略
」で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
か

た
は
、
届
け
出
の
際
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

 渡 
わた

 辺 かぐらちゃん
なべ

○生まれたときの体重　２，６９０ｇ
�ママから
　家族や友達を大切にし、人から愛される子に
　なってね！
�パパから
　何事にも積極的にチャレンジする子に育っ
　てほしい！

12月24日生まれ

 
神 　
 
山 　
　
　
 
清 

か
み 

や
ま 

き
よ
し

 
塩 　
 
田 　

は　

ま

し
お 

だ

 
岸 　
 
本 　

サ　

イ

き
し 

も
と

 
� 　
 
際 　
 
嘉 　
 
重 

た
か 

ぎ
わ 

か 

じ
ゅ
う

 
関 　
 
田 　
 
國 　
 
政 

せ
き 

た 

く
に 

ま
さ

 
伊 　
 
藤 　
 
七 　
 
郎 

い 

と
う 

し
ち 

ろ
う

 
福 　
 
知 　
 
仙 　
 
一 

ふ
く 

ち 

せ
ん 

い
ち

 
齋 　
 
藤 　
 
常  
三  
郎 

さ
い 

と
う 

つ
ね 
さ
ぶ 
ろ
う

 
佐 　
 
藤 　
 
榮  
五  
郎 

さ 

と
う 

え
い 
ご 
ろ
う

 
小 　
 
倉 　

ゆ　

き

お 

ぐ
ら

 
青 　
 
木 　
 
敏 　
 
子 

あ
お 

き 

と
し 

こ

 
小 　
 
川 　

み　

き

お 

が
わ

 
川 　
 
嶋 　
 
富 　
 
美 

か
わ 

し
ま 

ふ 

み

 
石 　
 
倉 　
 
卯  
一  
郎 

い
し 

く
ら 

う 
い
ち 
ろ
う

 
石 　
 
川 　
 
好 　
 
一 

い
し 

か
わ 

よ
し 

か
ず

 
増 　
 
田 　
 
保 　
 
子 

ま
す 

だ 

や
す 

こ

 
橋 　
 
本 　
　
　
 
誠 

は
し 

も
と 

ま
こ
と

 
齋 　
 
藤 　
 
武 　
 
男 

さ
い 

と
う 

た
け 

お

 
遠 　
 
藤 　
 
勘 　
 
一 

え
ん 

ど
う 

か
ん 

い
ち

 
栗 　
 
原 　
 
新 　
 
八 

く
り 

は
ら 

し
ん 

ぱ
ち

 
山 　
 
� 　

ト
メ 
子 

や
ま 

ざ
き 

こ

 
中 　
 
村 　

は　

る

な
か 

む
ら
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ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

 
渡 　
 
辺 　

か
ぐ
ら

わ
た 

な
べ

 
田 　
 
子 　
 
瑛 　
 
祐 

た 

ご 

え
い 

す
け

 
小 　
 
林 　
 
理 　
 
桜 

こ 

ば
や
し 

り 

お

 
後 　
 
藤 　
 
碧 　
 
衣 

ご 

と
う 

あ
お 

い
（（（（  
浩 　
 
也 

ひ
ろ 

や

 
忠
由
樹 

た
だ
ゆ
き

 
竜 
 
司 

り
ゅ
う 

じ

 
秋 　
 
広 

あ
き 

ひ
ろ

・・・・  
紫 　
 
紀 

し 

き

 
好 　
 
美 

よ
し 

み

 
恵  
美  
子 

え 

み 

こ

 
和 　
 
美 

か
ず 

み

）））） 12/ 2412/ 231/ 51/ 9

ご
結
婚
お
め
で
と
う

 
荒 　
 
山 　
 
尚 　
 
士 

あ
ら 

や
ま 

ま
さ 

し

 
河 　
 
合 　
 
美 　
 
紀 

か
わ 

い 

み 

き

 
落 　
 
合 　
 
章 　
 
寛 

お
ち 

あ
い 

あ
き 

ひ
ろ

 
酒 　
 
巻 　
 
未 　
 
央 

さ
か 

ま
き 

み 

お

まどぐち
１月１日～１月31日

　

今
年
は
板
倉
町
が
誕
生
し
て

　

年
の
年
で
す
が
、
改
め
て
板

50倉
町
史
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

　

こ
の　

年
、
実
に
さ
ま
ざ
ま

50

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最

も
心
打
た
れ
た
の
が
人
材
育
成

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

特
に
先
人
た
ち
は
、
子
弟
に

な
ん
と
し
て
も
高
等
教
育
を

と
、
館
林
高
等
学
校
伊
奈
良
分

校
の
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
、
同
時

に
次
な
る
目
標
を
学
級
増
と
独

立
に
置
い
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
地
元
の
独
立
要
請
に

対
し
、
県
教
委
か
ら
は
体
育
館

兼
講
堂
を
新
築
す
る
こ
と
、
用

地
の
買
収
な
ど
５
項
目
の
独
立

の
条
件
が
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
の
板
倉
町
は
財
政
的
に

苦
し
く
、
町
当
局
は
苦
悩
に
満

ち
、
打
開
策
を
模
索
し
、
何
回

と
な
く
協
議
を
し
た
末
に
町
の

将
来
の
発
展
と
人
材 
涵  
養 
を
図

か
ん 
よ
う

る
た
め
県
案
を
の
み
、
こ
こ
は

苦
し
く
と
も 
臥
薪
嘗
胆 
の
心
境

が
し
ん
し
ょ
う
た
ん

で
が
ん
ば
る
こ
と
に
な
っ
た
と

町
史
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
我
が
国
は
先
行
き
不
透
明

な
困
難
な
時
期
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
は

こ
の　

年
を
機
に
、
先
人
た
ち

50

の
思
い
を
教
訓
と
し
て
、
人
材

や
資
源
の
発
掘
、
育
成
に
努
力

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
長
き
っ
さ
室
、
今

回
で
終
わ
り
ま
す
。
８
年
余
の

ご
愛
読
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。昭和28年当時の校舎（伊奈良分校）

板
倉
町
誕
生

　

年
と
人
材
育
成

50板
倉
町
長　

針
ヶ
谷
照
夫
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�
も
う
す
ぐ
春
。
こ
の
一
年
間

取
材
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会

い
ま
し
た
。
夢
か
な
え
大
き
い

花
を
咲
か
せ
た
人
、
す
て
き
な

花
を
咲
か
せ
よ
う
と
努
力
し
て

る
人
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
が
ん

ば
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
咲
か

せ
た
大
き
く
、
す
て
き
な
花
を

取
材
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 （
森
）

人　口 16, 360人（－14）
　男          8, 174人 （－10）
　女          8, 186人 （－４）
世帯数 4, 861世帯（－１）
（　）内は前月比
平成17年２月１日現在

�
こ
の
糸
で
ん
わ
も
今
回
で
最

後
。
４
月
号
か
ら
新
生
「
広
報

い
た
く
ら
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
と
交
流
の
も
て

る
ペ
ー
ジ
が
少
な
く
な
り
ま
す

が
、
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た

紙
面
に
し
て
い
く
た
め
に
、
ご

意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 （
多
）

�
食
の
交
流
会
で
手
作
り
豆
腐

に
チ
ャ
レ
ン
ジ�
　

難
し
そ
う

な
の
で
、
見
て
る
だ
け
…
。
で

も
し
っ
か
り
ご
ち
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
手
作
り
豆
腐
は
、
甘

さ
が
抜
群
。
ヤ
ー
コ
ン
料
理
は

食
感
が
最
高
。
お
腹
い
っ
ぱ
い

で
楽
し
い
取
材
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。 （
伊
）

�
３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
私
は
つ
い「
別
れ
」を
連
想

し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、卒
業

は
１
つ
の「
節
目
」で
あ
り
、
新

た
な
挑
戦
の
始
ま
り
で
も
あ
り

ま
す
。
気
持
ち
だ
け
は
卒
業
生

に
負
け
な
い
よ
う
に
、
ま
た
み

な
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

届
け
て
い
き
た
い
で
す
。 （
飯
）
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